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記録的な暖冬が過ぎ、少しずつ暖かい春がやっ

てきました。新型コロナウイルスの影響でイベ

ントの中止や、休講等予想外の春休みになった

学生も多いと思います。一刻も早く普段通りの

生活になるよう感染防止を心がけましょう！ 

 

開室時間は、平日 9：00～17：00 です。 

先生が常駐し学生の質問に対応できるよう準備しています。新 4 年生、短大新 2

年生は就職活動が本格始動ですが、説明会中止等で不安を感じている学生もいる

と思います。在宅時間が増えた今、Web テスト対策や小論文対策をするチャンス

かもしれませんね！ 

 

教育学部・総合経営学部・スポーツ健康学科（新 2 年生）、スポーツ健康学科（新 3

年生）の皆さんは課題の配布があり、オリエンテーションで提出することになってい

ます。自主的に希望した皆さん、提出遅れの方は基礎教育センターに提出してくださ

い。提出後は採点し、4 月末までに返却する予定です。4 教科 200 問を取り組んでいか

がでしたか？わからなかった問題、間違えた問題はそのままにせず基礎教育センター

に質問に来てください。 

今年度はのべ 1048 人の参加がありました。今年も多くの皆さんの実力アップのため先

生方も準備を進めています。 

講義開始前の 9：00～9：30  4 月 13 日（月）から開講します。 

開講講座の詳しい内容は来月発行のセンターだよりに掲載します。 
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3 月で退職の先生です。お世話になりました。 

 
田野口 弘 先生 
５年間、お世話になりました。卒業まで本センターを利用してくれた学生もあれば、たった１日の出会い

の学生もありましたが、多くの学生の皆さんと、朝の学習講座及び日々の個人学習の時間に英語を中心に、

学習上の疑問や勉強方法について相談を受け、基礎力向上に向けてどうあったらよいか、共に考え、努力

を重ねることができました。皆さんの頑張る姿が私自身を若返らせ、私の方が教えられたことが多かった

ような毎日でした。 

 初めは中学校の英単語が怪しかった学生が中学校の単語集からやり直し、さらに難しい単語集に挑戦し、

２年後には TOEIC500 点超え、３年後には 800 点超えを成し遂げ、教室にある英字新聞の社説をスイスイ

訳すという快挙を見せてくれました。またある学生は、英語の短文問題集をこつこつと積み上げ「１冊終

わると楽になるよ」と伝えると、知らぬ間に「先生、もう８冊終わったよ」と答え、TOEIC も１年間で

120 点も上げて、公務員試験を突破しました。やはり基本は地味な学習の努力の積み重ねであると実感し

ました。 

 今皆さんは「自分探しの旅」のまっただ中、自分の長所と短所を知り、どう自分を生かしていったらよ

いか、次のステップに向かおうとしています。時には人間関係の悩み、転学や転部の相談等も受けました。

十分なことは言ってあげられなかったと思いますが、皆さんは自分をどうしようかと真剣になって考え、

自分自身を見つめ自己決定していったように思います。

皆さん、どうかその熱い心で、努力を積み重ね、自分

を信じて栄光をつかんで下さい。ありがとうございま

した。基礎教育センターを大いに利用して下さい。 
 

 

丸山 強 先生 
 

多くの邂逅に感謝します 

 ５年間お世話になりました。将来を拓いていく若者

たちと関わる日々は喜びの連続でした。 

３年前、基礎教育センターに来たＡ君という学生。話し

てみると、私の信頼するかつての同僚、Ｍ先生が担任して

いた学生だとわかりました。Ａ君も親しみを感じたのか、センターに通うようになりました。 

就職活動が始まった時期、自己ＰＲ文を見つめたまま書き出せないＡ君の姿がありました。ありのまま

の自分を書けばいいんだよ、私の助言に、彼は「僕には長所がないです。褒められたことありません。」と

いう驚きの答え。…私は、Ｍ先生なら一人一人の生徒たちに気を配り自信を持たせる何らかの言葉をかけ

ていたはずだと確信し、Ｍ先生が褒めた言葉があるはず！と投げかけました。 

…待つこと５分。はっと思いついたように息を吐き、「そういえば、Ｍ先生が『君は人が見ていてもいな

くても、掃除や仕事、課題なんかちゃんとやっていてすごいね』って言われたことがあります。」 

と思い出したのです。そこから文章づくりが始まり、Ａ君自身の記憶にしまい込んだＭ先生の話声をより

普遍的で価値のある書き言葉に置き換えていく作業を通して、自己ＰＲ文は一気に完成しました。 

 Ａ君は、この過程で、「自身が人の評価や視線を度外視して、常に内面から湧き出た価値基準に忠実であ

ること」を再発見したのです。「人が見ていなくても掃除をさぼらない」→「自分のミッションに忠実であ

る」という言葉の深化は、Ａ君自身の自信の進化でもありました。 

 Ａ君とのかかわりに限らず、学生が自分自身の力に覚醒していくような意味ある出会いが多くあっただ

けでも、基礎教育センターのスタッフであってよかったと思いました。 

 素晴らしいめぐり逢いのすべてに感謝します。ありがとうございました。  

田野口先生         丸山先生 

m.suzuki@ｔ.matsu.ac.jp（鈴木） 


